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上越沖・海鷹海脚から産出した炭酸塩ノジュールの炭素・酸素・ストロンチウムの同位体組成
Isotopic compositions of Carbon, Oxygen, and Strontium in authigenic carbonates from
Umitaka Spur, off-Joetsu, southeast of Japan Sea
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日本海のガスハイドレート胚胎域の堆積物からは、メタンの嫌気的酸化によって形成された炭酸塩ノジュール
が産出する。本発表では、上越沖の海鷹海脚から採取された炭酸塩ノジュールの炭素・酸素の同位体比、およ
びストロンチウム(Sr)の同位体比について報告する。 
海鷹海脚の炭酸塩ノジュールの炭素同位体比は上越海丘、飛島西方沖の値よりも高く、その値域は熱分解由来
のメタンの炭素同位体比の値域(Bernard et al., 1978)に相当する。一方、海鷹海脚の炭酸塩ノジュールの酸
素同位体比は上越海丘、飛島西方沖の値とほぼ一致しており、大きな差は見られない。 
炭酸塩ノジュールのSr同位体比は浅部では現在の上越沖の表層海水と同じ値を示し、深部のSr同位体比ほど低
い傾向にある。その傾向は第四紀の汎世界的な海水中のSr同位体比の変動傾向(Farrel et al., 1996)とほぼ一
致する。このことから、炭酸塩ノジュールのSr同位体比は形成当時の海水のSr同位体比を反映していると判断
される。一方、間隙水のSr同位体比は炭酸塩ノジュールに比べて一律に低い値を示しており、このことは間隙
水が続成作用によって軽いSrを取り込んでいる可能性を示唆する。 
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